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はじめに
 　…“who, in novels of great emotional force, has uncovered the abyss beneath our illusory 
sense of connection with the world.” （「（イシグロ氏は）偉大な感情の力をもつ小説において、
世界とのつながりに対する我々の不確かな感覚の下にある深淵を明らかにした」）
　“The Nobel Prize in Literature 2017 – Press Release”. Nobel Prize. Retrieved 5 October 2017.
 （https://www.nobelprize.org/prizes/literature/2017/summary/）





























































もう 11 年以上介護者をやってきました」（3）と述べ、その後、年末まで 8 か月あると言っている
ことから、現在は 4 月であることがわかる。このように出だしと終わりは「現在」であるが、作品
冒頭で 3 ページほど介護の仕事のことを述べたあとは、時折短く言及する程度である。彼女の語り



















Prologue（July 1956） Darlington Hall 旅行に出ることになったいきさつ
新しい主人に冗談が通じず、同業
の優れた執事に相談したいと思う
Day One - Evening Salisbury 出立から最初の宿に落ち着くまでの旅路
「偉大な執事とは何か」「品格と
は」、同業だった亡父の思い出




Day Two - Afternoon Mortimer’s Pond, Dorset
エンジン不調のため、行
きずりの邸で修理を依頼「偉大な執事とは何か」
Day Three - Morning Tanton, Somerset 宿屋を出て、別の店でお茶
銀器磨きについて、駐英ドイツ大
使の来訪、ダーリントン卿の役割
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× 3 の 9 つのマスの中に 1 から 9 までの数字が入り、それが 1 つのブロックを形成し、全体は 9 つ
のブロックがあわさった正方形をしており、計 81 のマスがある。全体においても、いずれの縦・
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絶望的な物語を語っているわけではない。原文には the remains of the day という表現は現れない











い起こす人も多かろう 4）。このドラマは 1912 年、タイタニック号沈没の知らせが電報で館に届け













『わたしを離さないで』の原題として使われている‘never let me go’とう言い回しは、通常恋
人などに対し「しっかり抱いていて」という意味で使うことの多い表現である。作品の中でキャシ
ーは、それが 11 歳のときに入手したアメリカ人女性歌手のカセットテープに録音されていた歌の
タイトルであることを語る。作中に現れる歌詞の一部は“Never let me go. Oh, baby, baby. Never 















































































1）『日の名残り』（初版 1989 年）よりの引用は、すべて Kazuo Ishiguro, The Remains of the Day（2005, 
London: Faber and Faber）によるもので、引用文末のカッコ内にページ数を示す。なお日本語訳は、土屋政雄
訳『日の名残り』（早川書房、2001 年）を参照しつつ、筆者が訳したものである。
2）『わたしを離さないで』（初版 2005 年）よりの引用は、すべて Kazuo Ishiguro, Never Let Me Go（2005, 
London: Faber and Faber） によるもので、引用文末のカッコ内にページ数を示す。なお日本語訳は、土屋政雄
訳『わたしを離さないで』（早川書房、2008 年）を参照しつつ、筆者が訳したものである。
3）大野和基 インタビュー・編『知の最先端』PHP 研究所、2013
4）ロンドンのテレビ番組制作会社カーニバル・フィルムズ社が制作、英国では ITV という放送局が 2010 年秋
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Veins of Narrations: 
Storytelling in Kazuo Ishiguro’s Novels
SATO Kaoru
The works of Kazuo Ishiguro, the Nobel Prize winner for Literature in 2017, are characterized by 
the ‘illusory sense of connection with the world.’ It is true that our relationship with others is unreliable 
and not guaranteed forever. We, however, are not able to identify ourselves except in the relationship 
with others. 
In The Remains of the Day (1989), Stevens, a butler, narrates in details the memories of Darlington 
Hall and the decline of his lord. He glorified and justified the past from his perspective as a butler. In 
Never Let Me Go (2005), Kathy, a carer of donors, tells her hapless fate of a cloned human. She needs 
the perspective of a carer to tell her sad and harsh life story. These two narrators lead us readers into 
the leaf veins of narrations. Their narrations have structures which remind us of those of leaves. 
The purpose of this paper is to make a comparison between the two narrators, Stevens and Kathy, 
and to examine what they would like to tell about their connections with the world. 
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